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I. 基本情報

事 業 名 ： （日本語）認知症研究開発事業 

 （英 語）Research and Development Grants for Dementia 

研究開発課題名： （日本語）ICT を利用した認知症ケアのための情報収集・蓄積とグッドプラクティス

自動抽出システムの開発と検証研究 

（英 語）Development of a website for collecting information about care for 

person with dementia and extracting automatically good care 

practices using Information and Communication Technology (ICT) 
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分担研究  （日本語）グッドプラクティス収集・蓄積システムの構築 
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II. 成果の概要（総括研究報告）

 研究開発代表者による報告の場合

和文

認知症者に伴う幻覚、妄想、易怒性などの行動・心理症状（Behavioral and Psychological Symptoms 
of dementia: BPSD）は、認知症者の生活の質を低下させ、介護者の介護負担を増大させ、早期の施設

入所の原因となる重要な症状である。この BPSD は、まず適切な対応法で軽減させることが推奨され

ているが、様々な BPSD に対して、どのような対応がよいのか、逆にどのような対応はしてはいけな

いのかについては、明確にされていない。本研究では、「どのような BPSD に対してどのように対応

したか、そしてその対応法が奏功したか否かという情報のセット」をケア体験と呼び、これを

ICT(Information and Communication Technology：情報通信技術) を用いて、全国から広く収集し、

さらにデータマイニングの技術を用いて、この蓄積した情報から、奏功確率の高い対応法（グッドプ

ラクティス：GP）と、悪化させる、あるいは無効な確率の高い対応法（バッドプラクティス：BP）を

自動抽出するとともに、この GP と BP を広く公開する website（認知症ちえのわ net(登録商標取得

済み): http://orange.ist.osaka-u.ac.jp/）を開発した。

平成 27 年度第 1 四半期には、BPSD とその対応法、奏功したか否か、奏功した理由などを入力

する様式を決定した。また同時に入力させる年齢、性別、職歴、病前の性格などの背景情報を決定し

た。これらの情報を元に、ICT チームが 認知症ちえのわ net 第 1 版を完成させた。第 2 四半期には、

1 カ月間、大阪府と熊本県の協力者 22 名に この第 1 版を試用させ（第 1 回限定公開試用）、項目

の妥当性、操作性などを調査した。この公開試用を通して、利用者のアクセス時間などのログデータ

と 500 件を越える意見を収集した。これらをもとに修正を行い、第 3 四半期に認知症ちえのわ net 第 
2 版を完成させ、第 4 四半期より、大阪府、川西市、熊本県で第 2 回限定公開試用を行った。 
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平成 28 年第 1 四半期には、GP・BP の自動抽出および公開のための流れを決定した。この過程で、

ケア体験の集計結果を公開する際には、いくつかの類似したケア体験をまとめて表現する代表文が必

要であることが判明した。そして第 2 四半期に認知症ちえのわ net 第 3 版を完成させ、GP と BP を

抽出する仕組みを構築し、第 1 回集計結果を公開した。ケア体験の投稿を促進させるために、facebook
と連動させたり、独自コンテンツを充実させたりした。そして第 2 四半期に開催された第 31 回日本

老年精神医学会学術総会シンポジウムで、認知症ちえのわ net を全国に公開した。第 3 四半期には、

大阪府の 3 施設と砂川市立病院認知症疾患医療センター、ぐんま認知症アカデミー所属の施設、熊本

全県下の認知症診療施設などを重点協力施設として、ケア体験の投稿を促進させた。また認知症ちえ

のわ net 第 4 版を完成させ、利用者が必要とする情報に容易に到達できるように、生活場所から到達

できるフロアマップ表示と生活の時間軸によるタイムライン表示を追加した。さらに臨床チームが台

湾で開催された国際学会で認知症ちえのわ net を発表する前に、第 2 回集計結果を公開した。この時

に、「同じことを何度も聞くという」症状に対する「同じ回答を繰り返す」という対応法の奏効確率が

77.8％であること、「嫉妬妄想」に対する「浮気をしていないことを説明する」という対応法の奏効確

率が 0％であることなどを公開した。 
第 4 四半期には、この時までに収集されていたが未集計であった 433 件の投稿を元に 46 件の集計

結果を抽出した。そして平成 29 年 4 月に第 3 回集計結果としてを公開した。また、認知症ちえのわ

net 第 5 版を完成させ、投稿されたケア体験が、個人情報や他人を攻撃・非難するような内容が含ま

れていないことを臨床チームのメンバーが確認する仕組みを追加した。今後は、認知症ちえのわ net
の維持、保守と長期的な運営費を認知症ちえのわ net 自体が生む仕組みを構築する予定である。 

 
英文 

Behavioral and psychological symptoms of dementia (BPSD) threaten the everyday life of 
dementia patients and their caregivers. Although various care methods for BPSD have been 
proposed, their effectiveness has not been examined. We developed a website to collect information 
about whether care methods for BPSD are effective or not using information and communication 
technology. On the website, which is called Ninchisho Chienowa-net, good practices are 
automatically extracted from the accumulated care methods and made public along with 
probabilities of the effectiveness of each care method. 

In the first quarter of the 2015 fiscal year, we determined the items that users should input on 
the website, such as what kinds of BPSD their patients have, the BPSD care methods the users 
provide, and results of the care methods, as well as patient demographic data including age, sex, 
employment history, and other characteristics. We then developed the first edition of Ninchisho 
Chienowa-net. In the second quarter of the 2015 fiscal year, 22 research collaborators, including 
family caregivers, care workers, and nurses, who lived in Osaka and Kumamoto Prefectures used 
the website on a trial basis for 1 month and provided more than 500 opinions. Based on these 
opinions, we revised the first edition and developed the second edition of Ninchisho Chienowa-net 
in the third quarter of the 2015 fiscal year. In the last quarter of the 2015 fiscal year, we underwent 
a second trial that expanded the number of users in Osaka and Kumamoto Prefectures and added 
users in Kawanishi City in Hyogo Prefecture. 

In the first quarter of the 2016 fiscal year, we determined the flow of extracting good practices 
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from the accumulated care methods. During this process, we noticed that we had to create 
representative sentences of care methods to show the probability of success of each care method 
based on similar care experiences. In the second quarter of the 2016 fiscal year, we developed the 
third edition of Ninchisho Chienowa-net, which extracted good practices, and we also released the 
first tabulation results. We linked the website to Facebook and enriched the contents of the website 
to help users submit care experiences more easily. We released the website nationwide at the 31st 
Conference of the Japanese Psychogeriatric Society. In the third quarter of the 2016 fiscal year, we 
increased the number of users with the cooperation of facilities in Osaka, Hokkaido, Gunma, and 
Kumamoto Prefectures. We then developed the fourth edition of Ninchisho Chienowa-net, which 
displays good practices on a floor map and on a timeline. We released the second tabulation results 
and presented the website at the 2016 Asian Regional Meeting of the International Psychogeriatric 
Association in Taiwan. 

In the last quarter of the 2016 fiscal year, we released the third tabulation results, which were 
based on 433 submitted care methods. Finally, we developed the fifth edition of Ninchisho 
Chienowa-net, which includes a system to clinically check the appropriateness of the submitted 
care methods and delete posts about inadequate care experiences. 

We will continue to run the website and establish systems to obtain the operating funds and 
human resources needed to enable long-term operation of the website. 

 
 研究開発分担者による報告の場合 

 
 
III. 成果の外部への発表 

 
平成 28 年度より、研究開発分担者が池田学から橋本衛に変更となっている。そのため、平成 26, 27
年度は池田学の業績を、平成 28 年度は橋本衛の業績を記載した。 
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するフォーラム （第 14 回日本データベース学会年次大会）, 2016/2, 国内. 
41. 併存例をどうするか．アルツハイマー型認知症との合併，口頭,橋本 衛，第 17回日本正常圧水

頭症学会 プレミーティングセミナー，山形市，山形テルサ，2016/03/18，国内. 

42. 抗認知症薬の BPSD への適用，口頭,橋本 衛, 第 112 回日本精神神経学会学術総会 シンポジ

ウム，千葉市，幕張メッセ，2016/06/03，国内. 

43. 高次脳機能障害の診察の進め方，口頭,橋本 衛, 第 112回日本精神神経学会学術総会 教育講

演，千葉市，幕張メッセ，2016/06/03，国内. 

44. BPSD治療の新展開 認知症ちえのわ netの構築と運用, 口頭, 数井裕光, 第 31回日本老年精

神医学会シンポジウム，金沢市，2016/6/23-24, 国内. 

45. 前頭側頭葉変性症（FTLD）と抑うつ，口頭, 橋本 衛，第 31回日本老年精神医学会 シンポジ

ウム，金沢市，金沢歌劇座，2016/06/23-24，国内. 

46. 特発性正常圧水頭症の prodromal stage, 口頭, 數井裕光, 第 21回日本神経精神医学会シンポ

ジウム，熊本市，2016/9/17-18, 国内. 

47. iNPHに対する医師主導多施設共同研究の成果と診療連携, 口頭, 數井裕光, 第 35回日本認知

症学会学術集会シンポジウム, 東京，2016/12/1-3, 国内. 

48. 抗認知症薬の BPSDへの適用，口頭, 橋本 衛, 第 35回日本認知症学会学術集会、シンポジウ

ム、東京都千代田区、東京国際フォーラム, 2016/12/1-3，国内. 

49. 早期診断・早期治療の取り組みと課題, 口頭, 数井裕光, 第 18回正常圧水頭症学会プレミーテ

ィングセミナー, 北九州市, 2017/2/3, 国内.  

50. 治る認知症、iNPHを見逃さないために, 口頭, 数井裕光, 第 18回正常圧水頭症学会市民公開

講座, 北九州市, 2017/2/5, 国内. 

51. 精神科領域における特発性正常圧水頭症診療の現状と今後, 口頭, 数井裕光, 第 18回正常圧水

頭症学会シンポジウム, 北九州市, 2017/2/4-5, 国内. 

52. 特発性正常圧水頭症患者におけるシャント術前後の血流変化と脳脊髄液マーカーとの関係, 口

頭,東眞吾，数井裕光，松本拓也，末廣聖，佐藤俊介，鈴木由希子，鐘本英輝，吉山顕次，貴島

晴彦，池田学, 第 18 回正常圧水頭症学会, 北九州市, 2017/2/4-5, 国内. 

53. 特発性正常圧水頭症におけるシャント術後での DESH所見の経時的変化, 口頭, 末廣聖，数井裕

光，松本拓也，東眞吾，佐藤俊介，鈴木由希子，鐘本英輝，吉山顕次，山下典生，貴島晴彦，池

田学, 第 18 回正常圧水頭症学会, 北九州市, 2017/2/4-5, 国内. 

54. 災害時の認知症患者の行動－熊本地震を通して－，口頭, 橋本 衛, 第 36回日本社会精神医学

会、シンポジウム、東京都大田区、大田区産業プラザ, 2017/03/3-4, 国内. 

55. グラフマイニングの研究の方向性と活用，口頭，鬼塚真，ビッグデータ分析技術ワークショップ，

2017/03/05, 国内. 

56. ビッグデータ技術の潮流，口頭，鬼塚真，日本マリンエンジニアリング学会，2017/03/03，国内. 

57. ビッグデータ技術の潮流，口頭，鬼塚真，日本機械学会関西支部 2016 年特別フォーラム, 

2016/10/24, 国内. 
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（３）「国民との科学・技術対話社会」に対する取り組み 
 
1. 認知症の基礎知識. 大阪府豊中市市民公開講座. みんなでささえる認知症（招待講演）, 数井裕

光, 平成 27 年度大阪府豊中市市民公開講座. 豊中市, 2015/4/25, 国内. 
2. 「超高齢社会と認知症：認知症者への対応のポイント」, 池田 学, 肥後銀行徒然の会セミナー

（熊本）, 2015/6/10, 国内. 
3. 地域における認知症対策 つながりノートも含めて（招待講演）, 数井裕光, 平成 27 年度名古屋

市立大学学び直し講座、名古屋市, 2015/6/11, 国内. 
4. 認知症の症候と対応－原因疾患別対応法構築の重要性－（招待講演）, 数井裕光, 奈良県立医科

大学附属病院 第 3 回認知症疾患医療センター研修会、橿原市, 2015/7/13, 国内. 
5. 認知症に備えるために（招待講演）, 数井裕光, 平成 27 年度兵庫県川西市健康大学講義、川西

市, 2015/8/20, 国内. 
6. 認知症の早期発見と予防. 「情報通信技術を用いた新しい認知症進行予防法（遠隔音楽療法）」, 

小杉尚子, 平成 27 年度 高崎健康福祉大学医療情報学科公開講座、高崎市, 2015/9/5, 国内. 
7. 認知症の症候と対応 -原因疾患別治療・対応の実際-（招待講演）, 数井裕光, 平成 27 年度島根

県認知症研修会、松江市, 2015/10/10, 国内. 
8. 「高齢者のうつ病」, 池田 学, 菊池病院地域交流会（熊本）, 2015/10/24, 国内. 
9. 「物忘れ・認知症の正しい理解」, 池田 学, 沼田市民公開講座（群馬）, 2015/11/7 , 国内. 
10. 「超高齢社会に向き合うための脳と心の準備」, 池田 学, 愛幸病院 新病棟新築記念講演会

（高知）, 2015/11/15 , 国内. 
11. レビー小体型認知症の臨床，橋本 衛，佐賀県物忘れ相談ネットワーク研修会，佐賀市（佐賀県

医師会・成人病センター），2016/01/22，国内. 

12. レビー小体型認知症の診断と治療，橋本 衛，沖縄県北谷町（中部地区医師会館），沖縄県中北

部レビー小体病を語る会，2016/01/29，国内. 

13. 「若年認知症の理解と課題」, 池田 学, 第 7 回全国若年認知症フォーラム in 熊本, 2016/2/14 , 
国内. 

14. 症候学からみた認知症，橋本 衛，鹿児島市（レンブラントホテル鹿児島），鹿児島認知症サミ

ット 2016，2016/02/17，国内. 

15. レビー小体型認知症の臨床，橋本 衛，佐世保市（佐世保医師会館），認知症サポート医等フォ

ローアップ研修会，2016/02/27，国内. 

16. 若年性認知症の医学的理解，橋本 衛，熊本市（熊本県立大学），平成 27年度熊本県若年性認知

症受入促進研修会，2016/02/28，国内. 

17. 認知症ケアに関する情報共有サイト：認知症ちえのわ net のご紹介，小杉尚子，第 4 回退院支

援を考える会研究会「認知症の人とその家族が安心して暮らせる地域づくり」，2016/9/3，国内. 
18. 認知症の妄想について－発現機序とその対応－，橋本 衛，菊池市（菊池市泗水公民館），認知

症の人と共にくらす会“きくち”講演会，2016/09/09，国内. 

19. 知って安心認知症〜認知症の基本的理解〜，橋本 衛，菊池市（菊池病院内），第 17回菊池病院

地域交流会 2016，2016/09/24，国内. 

20. 認知症と生活〜住み慣れた地域でその人らしく生きる〜，橋本 衛，熊本市（熊本市現代美術館

内），平成 28年度 OT フェスタ，2016/10/02，国内. 



16 
 

21. 認知症の医学的理解について，橋本 衛，熊本市（熊本県庁地下大会議室），平成 28年度病院勤

務の医療従事者向け認知症対応力向上研修，2016/10/16，国内. 

22. 高次脳機能障害における社会的行動障害への対応，橋本 衛，熊本市（山崎記念会館），平成 28

年度 高次脳機能障害支援普及事業九州ブロック会議 in熊本，2016/10/21，国内. 

23. 認知症の病態と生活障害, 数井裕光, 藍野大学作業療法セミナー, 茨木市, 2017/1/22, 国内. 

24. 認知症の診断と包括的治療, 数井裕光, 東京都健康長寿医療センター神経内科・脳卒中科連携

セミナー, 東京都, 2017/1/23, 国内. 

25. 脳の仕組みと機能から考える認知症の治療とケア ～最新の話題も含めて～,数井裕光, 大阪

府社会福祉協議会老人施設部会認知症研修会, 大阪市, 2017/2/9, 国内. 

26. 認知症に対する理解を深める ～症状別の症状を理解し、当事者介護者の安心安全生活を目指

す～,数井裕光, 阪神北圏域リハビリテーション支援センター研修会, 川西市, 2017/3/14, 国

内. 

27. BPSD への対応と認知症ちえのわ net の可能性,数井裕光, 第 3 回全道認知症臨床研修会, 札幌

市, 2017/3/18, 国内. 

28. これからの認知症診療 ～地域・他職種連携と薬物療法～, 数井裕光, 認知症プラットフォー

ム総会学術講演会, 横浜市, 2017/3/23, 国内. 

29. 認知症診療のための地域連携 ～情報共有ノートの有効な活用法について～, 数井裕光, 吹田

市医師会認知症地域ネットワーク研修会, 札幌市, 2017/3/25, 国内. 

 

「認知症ちえのわ net」そのものが「国民との科学・技術対話社会に対する取り組み」と考えられる。専

門家の知識をウエブ上に公開し、国民の誰でもが閲覧できる仕組みである。平易な用語と視覚情報を多用

した作りになっており、非専門家でも直感的に理解できるように随所に工夫をした。 
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